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第
四
十
七
回
中
央
教
化
研
究
会
議
　
基
調
報
告

現
宗
研
の
五
十
年
、
日
蓮
宗
の
五
十
年

三
　
原
　
正
　
資

　
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
（
以
下
、
現
宗
研
）
が
生
ま
れ
て
五
十
年
。

　
こ
の
五
十
年
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
、
日
本
の
「
戦
後
」
の
意
味
を
問
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「
戦
後
」
と
い
う
世
界

　
敗
戦
の
年
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
生
ま
れ
た
作
家
・
池
澤
夏
樹
さ
ん
が
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
出
版
し
た
『
楽
し
い
終

末
』
の
中
に
、「
戦
後
」
と
い
う
世
界
の
姿
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
人
類
全
体
が
死
に
絶
え
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
つ
つ
育
っ
た
世
代
に
属
す
る
。
こ
の
時
代
が
実
に
特
異
で
、

一
見
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
そ
れ
以
前
の
時
代
と
は
ま
る
で
違
う
性
格
を
持
つ
も
の
だ
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
こ
の
こ
と
で

あ
る
。
ぼ
く
が
小
中
学
生
の
頃
、
目
前
の
脅
威
は
全
面
核
戦
争
だ
っ
た
。（
略
）

　
次
の
段
階
で
は
公
害
が
問
題
に
な
っ
た
。（
略
）

　
そ
の
後
は
も
う
一
つ
や
二
つ
で
は
な
い
。
エ
イ
ズ
と
、
資
源
不
足
と
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
、
酸
性
雨
と
、
砂
漠
化
と
、
人
口
爆
発
、
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南
北
問
題
。
す
べ
て
が
互
い
に
関
連
し
な
が
ら
人
類
を
包
囲
し
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
環
を
縮
め
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。（
池
澤
夏
樹

『
楽
し
い
終
末
』
中
公
文
庫
　
二
〇
一
二
年
）

　
そ
し
て
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
と
、
様
々
な
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
連
続
す
る
大
き
な
社
会
的
事
件
に
向
き
合
い
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、
日
蓮
宗
は
世
界
立
正
平
和
運
動
を
提
唱
し
、

そ
の
十
年
後
、
現
宗
研
も
五
十
年
の
歩
み
を
始
め
た
の
で
す
。

現
宗
研
の
創
立

　
さ
て
、「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
規
定
制
定
案
」
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
三
月
十
一
〜
十
三
日
、
身
延
山
久
遠
寺
で
開

か
れ
た
第
十
四
宗
会
へ
提
出
さ
れ
、
教
務
委
員
会
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
（『
宗
報
』
八
十
六
・
八
十
七
合
併
号
）。
当
時
は
総
務
部
・

庶
務
部
・
教
務
部
・
財
務
部
・
新
聞
部
の
五
部
で
内
局
は
構
成
さ
れ
、
説
明
は
金
子
弁
浄
内
局
の
茂
田
井
教
亨
教
務
部
長
が
行
い
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
の
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
条

　 

現
代
に
お
け
る
諸
宗
教
の
実
態
を
調
査
し
、
本
宗
教
学
の
現
代
的
解
明
と
時
代
に
適
応
す
る
布
教
体
系
の
確
立
に
寄
与
す
る

た
め
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
を
常
設
す
る
。

第
二
条

　
こ
の
研
究
所
は
宗
務
総
長
に
直
属
し
、
日
蓮
宗
宗
務
院
内
に
置
く
。（
宗
報
八
十
六
・
八
十
七
合
併
号
）

　
研
究
所
の
名
称
の
意
義
は
、
こ
の
当
初
の
規
定
に
鮮
明
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
九
年
度
日
蓮
宗
の
予
算
は
総
額
九
七
、
八
二
四
、
〇
〇
〇
円
で
す
。
こ
の
中
、
第
三
款
教
務
費
は
二
二
、
八
四

五
、
五
〇
〇
円
、
そ
の
第
十
三
目
現
代
宗
教
研
究
所
費
は
一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
四
月
七
日
、
久
保
田
正
文
初
代
所
長
の
も
と
第
一
回
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

現
宗
研
の
役
割

　
同
年
四
月
十
五
〜
十
六
日
、
東
京
・
日
本
青
年
館
で
開
か
れ
た
全
国
宗
務
所
長
会
議
で
、
金
子
弁
浄
宗
務
総
長
は
現
宗
研
の
役
割
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
懸
案
の
現
代
宗
教
研
究
所
が
正
式
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
現
宗
研
は
宗
門
の
す
べ
て
の
活
動
の
発
電
所
と
な
る
べ
き
も
の
で

…
…
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
本
を
示
し
、
現
代
に
即
し
た
教
学
の
展
開
、
都
会
・
地
方
に
お
い
て
ど
う
い
う
方
面
に
働
き
か
け
た
ら
よ
い

か
を
お
知
ら
せ
す
る
役
目
を
も
つ
も
の
…
…
（
宗
報
八
十
六
・
八
十
七
合
併
号
）

　
現
宗
研
の
創
立
に
か
か
わ
っ
た
人
び
と
の
願
い
と
現
宗
研
に
寄
せ
る
期
待
と
が
強
く
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
翌
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
日
蓮
宗
宗
務
院
は
浅
草
か
ら
現
在
の
池
上
に
移
転
し
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
宗
祖
降

誕
七
五
〇
年
慶
讃
事
業
。
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
宗
祖
第
七
〇
〇
遠
忌
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
現
在
の
宗
務
院
庁
舎

が
建
設
さ
れ
、
立
教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
法
要
が
厳
修
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
現
宗
研
の
流
れ
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま
す
。
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教
化
研
究
会
議
へ
の
期
待

　
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
第
一
回
教
化
研
究
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
遷
化
さ
れ
た
新
間
智
照
師
は
こ
の
研
究
会
議
の

意
義
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
宗
門
に
は
、
所
長
会
議
・
三
会
長
会
議
を
は
じ
め
、
役
職
あ
る
人
に
行
政
事
務
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
会
議
は
あ
っ
た
が
、

「
一
人
の
日
蓮
宗
教
師
」
と
し
て
、
布
教
教
化
そ
の
も
の
を
論
じ
あ
う
集
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
中
央
講
習
会
の
よ
う
に
、
専
門
家
や
ベ
テ
ラ
ン
の
講
義
を
一
方
通
行
で
受
講
研
修
す
る
機
会
は
あ
っ
て
も
、
教
師
お
た

が
い
が
布
教
の
本
質
・
布
教
の
方
策
と
反
省
を
語
り
合
い
討
議
し
あ
う
集
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
教
研
会
議
は
、
そ
の
盲
点
を
見
事
に
つ
い
た
。
教
研
の
魅
力
は
、
教
化
を
考
え
る
教
師
が
肩
書
ぬ
き
で
だ
れ
で
も
参
加
発
言
で
き
る

こ
と
と
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
語
れ
て
他
の
地
区
の
教
師
と
交
流
で
き
る
点
で
あ
る
。（
所
報
第
十
一
号
「
教
化
研
究

会
議
」
新
間
智
照
）

　
活
発
な
教
研
会
議
は
現
宗
研
の
い
の
ち
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
、
全
国
の
教
師
の
方
々
と
と
も
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
教
研
会
議
を

活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
研
会
議
の
活
動
の
中
か
ら
教
化
セ
ン
タ
ー
が
生
ま
れ
、
現
在
は
各
地
に
六
十
三
教
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
所
報
の
中
か
ら
目
に
つ
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
て
、
五
十
年
の
活
動
の
一
端
に
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。
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靖
国
問
題

　
所
報
第
九
号
は
「
靖
国
問
題
と
国
家
神
道
」
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
昨
年
（
平
成
二
十
五
年
）
十
二
月
に
は
安
倍
晋
三
首
相
が
靖
国
神

社
に
参
拝
し
、
中
国
・
韓
国
だ
け
で
は
な
く
米
国
か
ら
も
否
定
的
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　
靖
国
問
題
と
は
何
か
。
中
濃
教
篤
師
は
戦
前
の
「
日
蓮
主
義
」
相
談
欄
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
檀
信
徒
の
発
言
を

紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　「
自
分
の
長
男
が
戦
死
し
て
靖
国
神
社
に
合
祀
せ
ら
れ
、
昨
年
参
拝
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
ま
こ
と
に
勿
体
な
い
こ
と
と
感
じ
、
皇
恩

の
か
た
じ
け
な
さ
に
感
泣
し
て
い
る
。
そ
の
際
靖
国
神
社
か
ら
霊
舎
を
頂
い
た
の
で
、
戦
死
者
の
写
真
を
そ
の
中
に
祀
っ
て
、
朝
夕
神

様
と
し
て
拝
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
訳
で
お
寺
と
は
段
々
縁
が
遠
く
な
っ
て
い
る
が
、
戦
死
者
の
遺
族
は
み
ん
な
同
じ
気
持
ち
だ
ろ
う
と

思
う
」（
所
報
第
九
号

　
昭
和
五
十
年
三
月
）

葬
式
仏
教

　
こ
の
発
言
か
ら
中
濃
師
は
、
特
定
の
宗
教
が
国
家
権
力
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
信
教
の
自
由
や
布
教
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

と
併
せ
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　（
私
た
ち
は
）
寺
檀
制
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て
は
な
ら
ず
、
真
に
衆
生
と
と
も
に
あ
る
布
教
活
動
を
活
発
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
気
込
み
を
忘
れ
て
、
葬
式
は
仏
教
の
専
売
特
許
の
ご
と
く
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
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い
だ
と
い
え
る
。（
同
）

　
こ
の
指
摘
を
、
今
日
の
私
た
ち
も
重
く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
場
か
ら
の
発
信
│
教
化
学

　
次
に
、
所
報
二
十
七
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、『
Ｓ
Ｆ
妙
法
蓮
華
経
』
の
著
者
石
川
英
輔
氏
の
講
演
「
ど
う
説
い
た
ら
人
は
法
華
経
を

理
解
で
き
る
か
」
の
一
節
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　（『
Ｓ
Ｆ
妙
法
蓮
華
経
』
を
執
筆
す
る
た
め
に
）
改
め
て
岩
波
の
『
法
華
経
』
を
引
っ
張
り
出
し
て
読
み
ま
し
た
。
買
っ
た
と
き
か
ら

だ
い
ぶ
年
月
が
た
っ
て
お
り
ま
し
て
、
少
し
は
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
数
十
冊
の
解
説
書
を
買
っ
て
読
ん

で
み
ま
し
た
が
、
後
で
申
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。（
所
報
第
二
十
七
号

　
平
成
五
年
三
月
）

　
講
演
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
先
生
の
こ
の
発
言
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、
改
め
て
先
生
の
講
演
録
を
読
み
、
得
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
日
常
の
現
場
で
教
え
を
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、「
三
・

一
一
」
の
あ
と
、
全
国
の
原
発
を
回
り
、
米
軍
基
地
へ
行
き
、
わ
が
国
の
現
状
を
発
見
し
よ
う
と
つ
と
め
ま
し
た
。

日
本
の
現
状

　
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
研
究
し
て
い
る
先
生
は
、「
江
戸
時
代
に
比
べ
て
一
人
当
た
り
百
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
」
い
る
私
た
ち
に
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
す
。
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真
の
法
華
経
の
行
者
が
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
日
本
人
に
も
っ
と
貧
乏
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
活
動
を
や
っ
て
、
み
ん
な
が

も
っ
と
豊
か
に
な
ろ
う
な
ど
と
い
う
の
は
大
間
違
い
な
の
で
す
。
日
蓮
聖
人
が
こ
ら
れ
た
ら
、
恐
ら
く
真
っ
先
に
、「
お
ま
え
た
ち
、

こ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
を
し
て
、
正
気
な
の
か
」
と
、
お
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。（
同
）

　
現
在
の
日
本
の
政
権
が
経
済
の
さ
ら
な
る
拡
大
成
長
の
た
め
に
原
発
推
進
の
政
策
を
あ
ら
た
め
ず
、
ま
た
、
平
和
憲
法
の
精
神
に
反
す

る
政
策
を
進
め
る
現
在
、
か
み
し
め
る
べ
き
こ
と
ば
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
社
会

　
さ
て
、
本
日
の
「
第
四
十
七
回
中
央
教
研
開
催
要
綱
」
の
中
、
開
催
趣
旨
に
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
宗
研
の
五
十
年
は
人
口
増
大
、
経
済
成
長
の
五
十
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
五
十
年
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

開
催
趣
旨
に
は
、「
我
が
国
も
我
が
宗
門
も
、
希
望
に
満
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
没
落
す
る
文
明
』（
萱
野
稔
人
・
神
里
達
博

　
集
英
社
新
書

　
二
〇
一
二
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
一
人
当
た
り
の
所
得
で
見
た
世
界
経
済
は
ほ
と
ん
ど
成
長
し
て
い
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
よ
る
低
成
長
社
会
へ
の
突
入
は
、
じ
つ
は
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
期
で
も
起
き
た
よ
う
で
す
。（
同
）

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
、
そ
し
て
時
代
の
変
化
と
取
り
組
ん
で
き
た
仏
教
の
歴
史
を
か
え
り
み
て
、
人
口
減
少
が
及
ぼ
す
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問
題
を
考
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

宗
祖
の
指
針

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
宗
祖
の
開
目
抄
と
撰
時
抄
の
一
節
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

　（
一
切
衆
生
の
）
習
学
す
べ
き
物
三
つ
あ
り
。
所
謂
儒
・
外
・
内
こ
れ
な
り
。（
開
目
抄
）

　
夫
れ
仏
法
を
学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
。（
撰
時
抄
）

　
あ
ら
ゆ
る
宗
教
や
思
想
を
わ
き
ま
え
、
時
代
の
流
れ
を
よ
く
知
っ
て
仏
教
を
広
め
な
さ
い
と
い
う
宗
祖
の
教
示
を
胸
に
、
現
宗
研
創
立

時
の
思
い
を
か
え
り
み
つ
つ
こ
れ
か
ら
五
十
年
、
一
〇
〇
年
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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